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　町の農業と観光を盛り上げようと取り組む田んぼ
アート（町田んぼアート実行委員会主催）の稲刈り
は 10月 10 日、一方井小の児童らが参加して行われ
ました。児童は昔ながらの農具「足踏み脱穀機」で
の作業も体験。農作業を通じて農業の大切さとその
魅力を学びました。…関連記事 10ページ
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　町秋まつり（沼宮内稲荷神社例大祭）は 10 月５日
から７日までの３日間、沼宮内地区を中心に開催され、
豊穣への感謝の気持ちを込めながら無病息災を祈るた
めに飾られた５台の風流山車と北上川清流太鼓の屋台
車が運行し、郷土芸能の華やかな演舞で祭りを盛り上
げました。
　町内外から訪れた大勢の見物人が沿道から視線を送
り、にぎわいを見せる同まつりは、町の秋の風物詩の
1つ。中日に行われたパレードには、川口きつね踊り
や一方井七ツ踊り、北山形しっしどかっかなど、町内
各地の郷土芸能が参加してまつりを盛り上げました。
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沼宮内高が創立 70周年
地域に根ざし、地域と共に歩んだ歴史

◇沼宮内高のあゆみ◇

1948（昭和 23）年　定時制課程高校として旧沼宮内町に開校
1949（昭和 24）年　全日制課程普通科を設置
1951（昭和 26）年　子抱校舎へ移転
1963（昭和 38）年　全日制課程家政科設置
1974（昭和 49）年　男子ホッケー部が初の全国制覇

同 　高校選抜大会、インターハイ、国体の
３冠を達成

1975（同和 50）年　女子ホッケー部が国体で初の全国制覇
1977（昭和 52）年　現在の校舎が完成・移転
1978（昭和 53）年　現在の体育館が完成
1990（平成 2）年　第２体育館が完成
1996（平成 8）年　テニスコート完成
1998（平成 10）年　セミナーハウスが完成

同 学校創立 50 周年記念式典を挙行
1999（平成 11）年　岩手インターハイホッケー競技を開催

同 男子ホッケー部が地元インターハイで
　優勝

2001（平成 13）年 第２グラウンドが完成
2003（平成 15）年　家政科学科の生徒募集を停止
2004（平成 16）年　美術部が石神の丘美術館で初の展示会

を実施
2005（平成 17）年　家政科学科廃止
2006（平成 18）年　普通科定員 80 人に変更
2011（平成 23）年　北東北インターハイのホッケー競技を

第２グラウンドで開催
同 男女ともにベスト８に進出

2014（平成 26）年　女子ホッケー部 35 年ぶりのインター
ハイ優勝

2015（平成 27）年　生徒会が中心となり、Ｂ‐１グランプ
リに参加。まちおこし団体「いわてま
ち焼きうどん連合歓隊」とともに地域
の魅力を発信。

2017（平成 29）年　国民体育大会で少年男子が 17 年ぶり
の優勝

2018（平成 30）年　学校創立 70 周年記念式典を挙行

歴
史
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創
立
70
周
年
を
迎
え
た
沼
宮
内

高
（
長
谷
川
昌
生
校
長
、
生
徒

１
０
５
人
）
は
10
月
20
日
、
同

校
体
育
館
で
記
念
式
典
を
行
い
、

そ
の
歴
史
に
思
い
を
は
せ
な
が

ら
未
来
の
飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
に
葛
巻

分
校
、
平
舘
分
校
を
併
設
す
る
定

時
制
課
程
高
等
学
校
と
し
て
開
校

以
来
、
こ
れ
ま
で
定
時
制
課
程
か

ら
全
日
制
課
程
へ
の
移
行
や
家
政

科
学
科
の
設
置
と
廃
止
、
校
舎
の

移
転
な
ど
70
年
の
長
い
歴
史
を
歩

ん
で
き
た
同
高
。
長
谷
川
校
長
は

式
辞
で
「
創
立
70
周
年
を
機
に
改

め
て
開
校
当
時
の
生
徒
が
抱
い
て

い
た
大
き
な
理
想
、
創
立
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
の
地
域
の
皆
様
の

期
待
に
想
い
を
は
せ
な
が
ら
、
さ

ら
に
勉
学
に
励
み
、
こ
れ
か
ら
の

社
会
を
力
強
く
生
き
る
力
を
身
に

付
け
て
ほ
し
い
」
と
生
徒
に
呼
び

掛
け
ま
し
た
。畑
山
知と

も
か加

さ
ん（
３

年
）
は
「
70
周
年
と
い
う
節
目
の

年
に
在
学
で
き
た
こ
と
に
喜
び
を

感
じ
ま
す
。
先
輩
が
築
い
た
歴
史

の
重
み
を
実
感
し
な
が
ら
新
た
な

る
伝
統
を
築
け
る
よ
う
に
ま
い
進

し
て
い
く
」
と
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。
ま
た
、「
今
、
沼
宮
内

高
は
地
域
の
活
動
に
協
力
し
な
が

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ほ
か
の

地
域
と
も
力
を
合
わ
せ
て
地
域
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
思
い
を

語
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
こ
れ
ま
で
同
高
の
発

展
に
尽
力
し
た
歴
代
の
校
長
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
な
ど
14
人
に
感
謝
状
を
贈

呈
。
同
高
の
歴
史
の
中
で
男
女
ホ
ッ

ケ
ー
部
を
見
事
全
国
優
勝
に
導
い
た

田
村
保
監
督
と
佐
々
木
正
人
前
監
督

に
も
感
謝
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
終
了
後
に
は
、
同
高

の
第
18
期
の
卒
業
生
で
現
在
、
横
浜

国
立
大
の
名
誉
教
授
な
ど
を
務
め
る

田
中
政
光
さ
ん
が
講
演
。
町
の
ふ
る

さ
と
大
使
で
も
あ
る
田
中
さ
ん
は
在

校
生
に
向
け
て
、
大
き
く
変
わ
る
経

済
環
境
や
、
ど
の
よ
う
な
高
校
生
活

を
送
る
べ
き
か
を
語
り
、
母
校
の
後

輩
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

◇
感
謝
状
贈
呈
者
◇

▽
前
岩
手
町
長　

民
部
田
幾
夫
さ
ん

▽
第
25
代
校
長　

高
橋
隆
さ
ん　

▽

第
26
代
校
長　

駒
井
孝
平
さ
ん　

▽

第
27
代
校
長　

故
小
田
島
均
さ
ん　

▽
第
28
代
校
長　

藤
沢
義
昭
さ
ん　

▽
元
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

笈
口
一
美
さ
ん

　

▽
同　

滝
川
伸
也
さ
ん　

▽
同　

大
巻
一
人
さ
ん　

▽
同　

横
沢
稔
秋

さ
ん　

▽
同　

滝
口
純
子
さ
ん　

▽

前
同
窓
会
長　

故
阿
部
亮
秀
さ
ん　

▽
前
教
育
振
興
会
長　

田
村
政
雄
さ

ん　

▽
全
国
高
校
総
体
ホ
ッ
ケ
ー
男

子
優
勝
監
督　

田
村
保
さ
ん　

▽
同

女
子
監
督　
佐
々
木
正
人
さ
ん

沼宮内高のここが魅力！
① 生徒一人一人が主役

生徒一人一人が主役となり、それぞれの長所を大切に
したきめ細やかな指導を行い、学習、部活動、ボラン
ティアなどに力を入れた指導を行っています。

③ 全国に誇るホッケーの強豪
全国の強豪として名高いホッケー部は、男子のイン
ターハイ３連覇や女子の国体５連覇など、輝かしい実
績を誇り、37 回の全国制覇を成し遂げています。

② 地域とともに、地域を創造
地域に根差した学校として「地域を支え、地域を創造
できる人材育成」を目標に、岩手町と連携しながら特
産品のＰＲなど地域貢献活動を行っています。

美術部の展示会で作品説明をする同校の生徒（昨年の様子）

日々の鍛練の成果を全国の舞台で発揮し続けるホッケー部

特産のキャベツの魅力を伝える同校生徒の取り組みの様子

105人の全校生徒を代表し謝辞を述べる畑山知加さん

記念講演を行った田中政光さん 同高の発展を支えた14人に感謝状を贈呈 記念式典で声高らかに校歌を歌う生徒
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地域おこし協力隊の活動①
いわてまちの魅力を発信！

　町の地域おこし協力隊の活動の１つ目は、町の情報を町内
外に発信し、その魅力をより多くの人に伝える魅力発信レ
ポーターとしての役割です。広報いわてまちの中で同隊が担
当する「ＫＯＢＩＲＵじかん」の連載では、町のイベント情
報や隊員として活動する中で感じたこと、活動の報告など多
彩な内容で情報を発信しています。インターネットや町の公
式ツイッター、インスタグラム、フェイスブックといったＳ
ＮＳ（会員制交流サイト）などを有効活用しながら、町のき
れいな風景や季節の食べ物、町のグルメ、ちょっとした町の
変化や地域行事など、ヨソモノ視点だからこそ気が付く町の
魅力を発信中。ぜひ、皆さんも一度チェックしてみましょう。

地域おこし協力隊の活動②
町への移住定住を推進！

　「都会を離れ、地方で生活したい」、「自然や農業に触れな
がら生活したい」など、さまざまな理由で自然豊かで歴史や
文化に恵まれた地方での暮らしへの憧れを持つ都市部の人が
増えています。同隊は、隊員自らがその地方に住み、さまざ
まな地域の活動に参加して地域を盛り上げながら、都市部に
住む人と町をつなぐ「移住促進コーディネーター」として移
住をＰＲしています。都市部で岩手とゆかりのある人との交
流を深めるイベントの開催や地方への移住や転職を考えてい
る人、地方の可能性や岩手の暮らしが気になっている人に向
けて実際の岩手町での暮らしの様子を伝え、町への移住・定
住を促進しています。

地域おこし協力隊の活動③
町の魅力ＵＰをお手伝い！

　今年新たに３人が着任した同隊は、町のさまざまな魅力向
上に取り組みます。これまで活動を続けてきたＳＮＳなどを
活用した町の情報と魅力の発信に加え、2020 年に控える石
神の丘美術館のリニューアルオープンに向けて芸術と自然を
融合させたアートガーデンとしての魅力向上、町の皆さんと
の協働による同館の野外展示場整備の企画と運営を行いなが
ら、岩手町ブランドの確立に取り組みます。
　また、同館で開催する新たなイベントの企画や関連商品の
開発を通じて、町の観光の魅力充実を図ります。「アートの
まち」として、町を訪れる人に楽しんでもらえる環境づくり
を通じて “いわてまち” の魅力の向上を担います。

地域おこし協力隊の活動って？

地域を支える３つの活動
　人口減少や高齢化などが進む地方で、都市部な
どの人材を積極的に受け入れながら地域協力活動
を行う地域おこし協力隊制度。ここでは、町で活
躍する同隊の活動を紹介します。

広報やインターネットなどを利用して町の魅力をＰＲ

都市部の人に岩手町を知ってもらうイベントにも参加

石神の丘美術館リニューアルに向け企画・運営も担当

町の未来創造をお手伝い
地域おこし協力隊が着任

渡
し
た
佐
々
木
光
司
町
長
は
「
皆

さ
ん
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し

た
幅
広
い
活
動
に
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

３
人
の
任
期
は
、
最
長
で

２
０
２
１
年
10
月
ま
で
の
３
年

間
。
町
に
住
み
、
地
域
活
動
を
通

じ
て
町
の
魅
力
向
上
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
を
続
け

た
佐
々
木
め
ぐ
み
さ
ん
の
任
期
が

満
了
。
今
後
、
小
林
彩
さ
ん
を
含

む
４
人
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

が
、
道
の
駅
「
石
神
の
丘
」
を
含

む
「
岩
手
町
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立

に
取
り
組
み
な
が
ら
、
町
の
情
報

発
信
や
魅
力
向
上
を
通
じ
て
町
の

未
来
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
辞
令

交
付
式
は
11
月
１
日
、
役
場
町
長

室
で
行
わ
れ
、
新
た
に
３
人
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
が
着
任
し
ま
し

た
。
今
回
着
任
し
た
の
は
、
田

中
真
之
さ
ん
（
42
）、
渥
美
さ
お

り
さ
ん
（
31
）、
菅
原
み
き
さ
ん

（
30
）
の
３
人
。
３
人
は
、
石
神

の
丘
美
術
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
設

計
や
企
画
に
携
わ
り
な
が
ら
、
同

美
術
館
の
ア
ー
ト
ガ
ー
デ
ン
整
備

を
推
進
す
る
グ
リ
ー
ン
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
魅
力
の
向
上
と
情

報
発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
隊
員
に
辞
令
を
手

　大学まで岩手県で過ごし、卒業後
は青年海外協力隊としてドミニカ共
和国で有機農業の普及に携わってき
ました。ボランティア活動やＩＴ関
連企業での仕事を経て、町の地域お
こし協力隊として着任しました。人
や環境、文化などこの町のありのま
まの良さを生かして、町に貢献した
いです。町の皆さんに、地元のきれ
いな風景やおいしいものを教えても
らいたいですね。

　造園と都市設計や風景・景観を学
ぶために、１年３カ月のスペインへ
の留学経験があります。これまで
培ったさまざまな知識と経験を生か
し、リニューアルを控えた石神の丘
美術館の設計やアートガーデン整備
などを手掛けていきます。
　地域おこし協力隊の活動を通じ
て、人の笑顔と花の魅力でいっぱい
の石神の丘美術館を創り上げていき
たいです。

　東京都内のアパレル関係の仕事や
花屋でウェディング施設やカフェの
装飾や花の生け込みなどの仕事を経
験してきました。岩手に住むのは初
めてで、すべてが新鮮に映りますね。
これまでの経験から花やさまざまな
イベントを通じて、この町を盛り上
げていきたいです。まずは町をよく
知ることから活動を始め、外からの
目線を生かして町内外に魅力を発信
していきたいと思っています。

私たちが新しい地域おこし協力隊です！

田
た な か

中 真
まさゆき

之（42）
＝愛知県一宮市出身＝

菅
すがわら

原 みき（30）
＝盛岡市出身＝

渥
あ つ み

美 さおり（31）
＝静岡県浜松市出身＝

新
た
に
３
人
が
着
任

佐々木光司町長から辞令を受け取った町地域おこし協力隊
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■国や地方公共団体の機関による閲覧
№ 国または地方公共団体の機関の名称 請求事由の概要 閲覧年月日 閲覧した住民の範囲

１ 内閣府 「救急に関する世論調査」の対象者抽
出 平成29年6月 28日 18歳以上の男女 14人

 町民課戸籍住民係　 62-2111内線503

平成29年度分

住民基本台帳閲覧状況公表
住民基本台帳法第11条の２第12項の規定に基づき、平
成29年４月１日から平成30年３月31日までの住民基
本台帳閲覧状況について、下記のとおり公表します。

■法人または個人による閲覧
№ 法人または個人の名称 請求事由の概要 閲覧年月日 閲覧した住民の範囲

１ 独立行政法人
国立病院機構久里浜医療センター

「アルコール依存症の実態把握、地域
連携による早期介入・回復プログラム
の開発に関する研究」の実施のための
対象者抽出

平成29年12月 20日 20歳以上の男女 26人

　久保地区振興連絡協議会（佐々木由和会長）は、㈶
自治総合センターの一般コミュニティ助成事業を活用
し、地域の各種イベントで利用する備品を整備しまし
た。この助成金は、住民が自主的に行うコミュニティ
活動を推進するために活用されています。新たに整備
された備品は以下のとおりです。（　）は数量。
▽収納物置（１）　▽アンプ（１）▽ワイヤレスマイ
ク（２）　▽マイク（１）▽マイクスタンド（１）　▽
マイク用延長コード（１）　▽チューナーユニット（２）
▽和室用イス（23）　▽クイックテント（１）　▽囲碁
ボールセット（１）　▽パネル（12）　▽パネル脚（24）

久保地区のイベント用備品
コミュニティ助成で整備

和室用イス(写真上）とアンプ、マイクほか一式（写真右下）

町産業まつり
町 の 各 産 業 が 一 堂 に 集 結
健 康 展 や 職 業 体 験 も 人 気

第 38回

　

町
産
業
ま
つ
り
（
同
委
員
会
主

催
）
は
10
月
27
日
と
28
日
、
森
の

ア
リ
ー
ナ
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

町
内
外
か
ら
訪
れ
た
約
７
千
人
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
城

山
保
育
園
、
岩
手
中
央
幼
稚
園
の

元
気
な
園
児
た
ち
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
や
北
上
川
清
流
太
鼓
の
迫

力
あ
る
太
鼓
演
奏
で
オ
ー
プ
ン
し

た
両
日
は
、
農
林
部
門
、
商
工
部

門
、
畜
産
部
門
な
ど
各
種
産
業
が

部
門
ご
と
に
出
展
。各
店
舗
で
は
、

新
鮮
な
野
菜
や
肉
、
衣
料
品
や
農

作
業
機
械
な
ど
が
お
買
い
得
価
格

で
販
売
さ
れ
た
ほ
か
、
健
康
に
関

す
る
展
示
や
キ
ャ
ベ
ツ
の
重
さ
を

競
う
ジ
ャ
ン
ボ
キ
ャ
ベ
ツ
コ
ン
テ

ス
ト
な
ど
が
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。
過
去
最
高
の
19
・
90

㌔
㌘
の
キ
ャ
ベ
ツ
を
育
て
た
同
コ

ン
テ
ス
ト
優
勝
者
の
西
野
堅
一
郎

さ
ん
（
66
）
＝
横
田
＝
は
「
目
標

の
20
㌔
㌘
に
は
届
か
な
か
っ
た

が
、
こ
こ
ま
で
近
づ
く
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
来
年
挑
戦
し
た
い
」

と
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
ま
つ
り
で
は
消
防
車

や
救
急
車
、
高
所
作
業
車
な
ど
を

操
作
し
な
が
ら
町
の
産
業
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
職
業
体
験

コ
ー
ナ
ー
を
新
設
。
参
加
者
は
、

町
の
産
業
を
支
え
る
ト
ラ
ク
タ
ー

や
重
機
の
操
作
を
楽
し
み
な
が
ら

体
験
し
ま
し
た
。

①同まつりの期間中、各日の締めくくりに行われた餅まき。多
くの来場者が懸賞付きの餅を求めてにぎわいを見せました
　②「札幌大球」という品種のキャベツの重量を競うジャンボ
キャベツコンテストで入賞を果たした皆さん　③同まつりで
は、今年新たに設置した職業体験コーナーも人気を呼びました

①

②③

地
産
地
消

お
弁
当
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

正
な
審
査
の
結
果
、
９
点
の
入
賞

作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
沼
宮
内

高
の
橘
実
保
さ
ん（
１
年
）は「
町

の
お
い
し
い
食
材
を
町
内
外
の
人

に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い

う
思
い
を
込
め
た
「
い
わ
て
ま
ち

弁
当
」
を
考
案
。
見
事
、
最
優
秀

賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。
な
お
、「
い

わ
て
ま
ち
弁
当
」
は
11
月
５
日
か

ら
14
日
ま
で
の
10
日
間
、
道
の
駅

「
石
神
の
丘
」
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
豚
肉
「
や
ま

と
豚
」
を
生
産
す
る
み
な
み
よ
〜

と
ん
（
佐
藤
守
社
長
）
の
協
力
で
、

応
募
者
全
員
に
参
加
賞
と
し
て
町

産
豚
肉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

《
入
賞
者
の
紹
介
》

◇
最
優
秀
賞　

橘
実
保
さ
ん　

◇

優
秀
賞　

▽
小
中
学
生
親
子
の
部

平
松
真
理
子
さ
ん
、
純
鈴
さ
ん　

▽
高
校
生
の
部　

小
沢
憧
さ
ん　

▽
一
般
の
部　

千
葉
紗
樹
さ
ん　

◇
特
別
賞　

▽
シ
ェ
フ
応
援
賞　

大
欠
歩
香
さ
ん　

▽
ア
イ
デ
ア
賞

　

井
戸
優
空
さ
ん　

▽
単
品
ア
イ

デ
ア
賞　

玉
山
美
希
さ
ん　

▽

シ
ェ
フ
い
ち
押
し
で
賞　

藤
井
静

奈
さ
ん　

▽
食
育
推
進
委
員
会
長

賞　

菅
原
雅
之
さ
ん

通
じ
て
肥
満
や
朝
食
欠
食
の
改

善
、
む
し
歯
の
予
防
を
推
進
し
よ

う
と
行
わ
れ
た
同
コ
ン
テ
ス
ト
。

誰
も
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
「
お

弁
当
」
を
題
材
に
、
町
産
食
材
を

盛
り
込
ん
だ
レ
シ
ピ
を
考
え
る
こ

と
で
食
と
健
康
へ
の
意
識
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

１
１
５
点
の
応
募
の
中
か
ら
、
厳

　

町
地
産
地
消
お
弁
当
レ
シ
ピ
コ

ン
テ
ス
ト（
町
食
育
推
進
委
員
会
、

藤
原
徳
明
委
員
長
主
催
）
の
表
彰

式
は
10
月
27
日
、
森
の
ア
リ
ー
ナ

で
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
を
含
む
９

人
の
入
賞
者
に
表
彰
状
と
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

食
材
の
宝
庫
で
あ
る
岩
手
町
の

魅
力
を
感
じ
な
が
ら
、
食
生
活
を

㊤地産地消お弁当レシ
ピコンテストで最優秀
賞を獲得し表彰を受け
る橘実保さん　㊧橘さ
んが考案したレシピを
基に作られた「いわて
まち弁当」。11月５日
から期間限定で道の駅
「石神の丘」の産直コー
ナーで販売されます
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北
上
川
の
源
泉  

弓
弭
の
泉

　

盛
岡
ヘ
ア
メ
イ
ク
専
門
学
校
２

年
の
馬
場
夕
紀
菜
さ
ん（
20
）＝
土

川
＝
は
、11
月
18
日
に
岡
山
県
で

行
わ
れ
る
第
10
回
全
国
理
容
美
容

学
生
技
術
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

７
月
27
日
に
行
わ
れ
た
同
大
会
東

北
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
全
国

大
会
に
駒
を
進
め
た
馬
場
さ
ん
。

「
緊
張
も
あ
り
ま
し
た
が
レ
ベ
ル

が
高
い
と
言
わ
れ
る
東
北
大
会
を

勝
ち
抜
け
た
こ
と
は
自
信
に
つ
な

が
る
」と
振
り
返
り
ま
す
。

　

馬
場
さ
ん
が
出
場
す
る
の
は
、

理
容
部
門
の
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
競

技
で
、制
限
時
間
内
に
パ
ー
マ
を

か
け
る
た
め
の
ロ
ッ
ド
を
定
め
ら

れ
た
本
数
以
上
巻
き
つ
け
る
競

技
。
馬
場
さ
ん
は「
全
国
の
学
生

が
志
す
よ
う
な
作
品
を
作
り
上

げ
、１
位
に
な
り
た
い
」と
意
気
込

み
ま
す
。

　

馬
場
さ
ん
が
目
指
す
の
は
理
美

容
を
通
じ
て
お
客
さ
ん
の
豊
か
な

人
生
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
理
容

師
。
全
国
大
会
で
は「
練
習
の
成

果
を
し
っ
か
り
と
発
揮
し
た
い
。

平
常
心
で
全
国
大
会
を
楽
し
み
た

い
で
す
ね
」と
力
を
込
め
ま
す
。

Topics01

稲
刈
り
か
ら
学
ぶ
農
業
の
魅
力

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
で
稲
刈
り
体
験

　

一
方
井
小（
前
川
岳
詩
校
長
、児

童
77
人
）は
10
月
10
日
、一
方
井
地

区
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
稲
刈
り
を

行
い
ま
し
た
。
町
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

実
行
委
員
会（
千
葉
一
幸
会
長
）と

一
方
井
営
農
組
合（
黒
沢
金
一
理

事
長
）と
協
力
し
て
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
の
絵
柄
を
考
え
、田
植
な
ど
の

農
作
業
体
験
を
行
っ
て
き
た
同
小

の
児
童
。
色
と
り
ど
り
の
稲
を
鎌

を
使
っ
た
手
作
業
で
刈
り
取
り
ま

し
た
。
佐
藤
美み

く空
さ
ん（
５
年
）

は「
田
植
え
や
稲
刈
り
を
実
際
に

や
っ
て
み
て
、農
業
の
大
変
さ
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
鎌
で
稲
を

刈
る
感
触
が
気
持
ち
よ
か
っ
た
」

と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　

児
童
は
、手
作
業
で
の
稲
刈
り

を
終
え
る
と
、コ
ン
バ
イ
ン
に
同

乗
し
て
機
械
を
使
っ
た
稲
刈
り
も

体
験
。作
業
を
終
え
た
あ
と
に
は
、

今
年
収
穫
し
た
ば
か
り
の
新
米
を

使
っ
た
お
に
ぎ
り
や
Ｊ
Ａ
女
性
部

の
皆
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
作
っ
た

豚
汁
を
味
わ
い
な
が
ら
収
穫
の
喜

び
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。①鎌を使った手作業での稲刈りを体験し笑顔を見せる一

方井小の児童　②コンバインに同乗して機械を使った農
作業も体験しました

①

投稿と問い合わせは役場企画商工課企画広報係 62-2111［内線215］まで

いつか
どこかで

②

全
国
理
容
・
美
容
学
生
技
術
大
会
に
向
け
て
真
剣
な
表
情
で

練
習
に
励
む
馬
場
夕
紀
菜
さ
ん

仲良し２人組
　ホッケースポ少に所属する姫菜さんと咲桜さん
は、学校でもスポ少でも一緒の仲良しな一方井小
の 5年生です。将来の夢は「笑顔で優しいお母さ
ん」と語る姫菜さんと「芸能人になりたい」と笑
う咲桜さん。姫菜さんは「自分の母がいつも笑顔
で優しいので、私も笑顔で過ごして、笑顔があふ
れる家族を作りたい」と笑います。咲桜さんは「ク
ラスでも明るいキャラと言われる。芸能人になっ
ていろいろな国を旅する番組に出たい」と意気込
みます。

（一方井小5年）（一方井小5年）

No.351

今
い ま ま つ

松 咲
さ く ら

桜 さん田
た な か

中 姫
ひ な

菜 さん

１歳児健診に来てくれたお子さ
んのかわいい笑顔を紹介します。

ベベ

イイビビ　
ーズズ

ススママイイルル

お子さんの紹介
な ま え（地区）
保護者から一言

丹治清正さんの三男

丹
た ん じ

治 武
た け る

琉くん（上五日市）

高村剛さんの次女

高
たかむら

村 優
ゆ ず な

沙ちゃん（下苗代沢1）
みんなに好かれる人
になってね。

佐々木康平さんの次男

佐
さ さ き

々木 南
み な と

斗くん（石神）

健康ですくすく
育ちますように♡

細野順さんの長男

細
ほ そ の

野 凜
り く

空くん（岩瀬張）
たくさん笑って、元気
に遊ぼうね。

元気に大きくなってね。

辻本華己さんの長女

辻
つじもと

本 唯
い ち か

愛ちゃん（下鴫沢）

森良宏さんの長男

森
もり

 一
い つ き

輝くん（下野口町）

すくすく育ってね。

いつも癒しをありがとう♡
元気に育ってね！

No.340

大切なのは正直に過ごすこと

酒
さ か た

多 ミサ子さん（77）=下五日市＝
　日本舞踊のサークル「藤

ふじともかい

友会」の代表を務めるミサ子さん。週に一度の活動
では、「踊りの稽

け い こ

古はもちろん、みんなで集まっておしゃべりするのも楽しみ
の１つ。和気あいあいですよ」と笑顔を見せます。自宅では、旦那さんと２人
で家庭菜園での野菜作りを楽しんでいるというミサ子さんは「野菜作りは子育
てと同じで手がかかりますが、それもまた楽しいんですよ」とにっこり。地域
の婦人会では副会長を務めるなど、さまざまな役割をこなす面倒見のいいミサ
子さんの人生のモットーは「一日を正直に過ごすこと」。「人は周りの支えがあ
るから生きていける。友達は宝です」と優しくほほ笑みます。

「まち・ひと きらり」では、きらりと光る町の出来事や輝く人たちを紹介します。
あなたの地域・職場での話題をお寄せください。

ひひととままちち

理容・美容学生の全国大会
上位入賞目指し高める技術

Ｔｏｐ
ｉｃｓ
02
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N e w s × S p o r t sN e w s × S p o r t s

ゆはずＦＣが見事入賞
○2018安比県北カップ

　2018安比県北カップは９月１日～２日の２日間、安比
高原スポーツパークサッカー場で開催され、県内外から
28チームで優勝を争いました。ゆはずＦＣは予選を２位
で通過。順位決定トーナメントを戦い抜き、見事６位入
賞を果たしました。
【大会結果】　①盛岡太田東（盛岡市）　②Mario Vitoria
（遠野市）　③RENUOVENS OGASA（盛岡市）　④月が
丘ＦＣ（盛岡市）　⑤前沢jr（奥州市）　⑥ゆはずＦＣ

▼2018.09.01~02 米
崎
リ
ト
ル
ス
ポ
少
と
の
決
勝
戦
で
力
投

す
る
岩
手
野
球
ス
ポ
少
の
佐
藤
真
翔
投
手

　平成30年度岩手野球交流大会は10月21日、町野球場な
ど４会場で行われ、近隣市町村から８チームが参加しま
した。決勝は、今年６月に行われた第40回全国スポーツ
少年団軟式交流大会県予選で準優勝に輝いた岩手野球ス
ポ少とマクドナルドカップ岩手県大会を制した米崎リト
ルスポ少の対戦。強豪同士の一戦を制した岩手野球スポ
少が見事に優勝を果たしました。
【大会結果】　①岩手野球スポ少　②米崎リトルスポ少
（陸前高田市）　

上
位
入
賞
を
果
た
し
た
ゆ
は
ず
Ｆ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー

岩手野球スポ少が優勝
○平成30年度岩手野球交流大会 ▼2018.10.21

しみながら交流深める
○第48回町民体育祭  ▼2018.10.13～14、21

　第48回町民体育祭は10月13日、14日、21日の３日間に
わたり行われ、多くの参加者がスポーツの秋を満喫しま
した。13日に行われた町民ホッケー大会小中学校の部で
は、合計21チームが参加。小学生はホッケー競技に親し
みながら笑顔でボールを追いかけ、中学生は県中学校新
人大会を兼ねた同大会で白熱したプレーを見せました。
　また、14日に行われたニュースポーツ交流会は、９つ
の競技を実施。町内各地区から参加した皆さんが競技を
楽しみました。
【大会の結果】
◇町民ホッケー大会小中学校の部　▽男子１部　①一方
井小　②青きサムライスターＵ12（沼宮内小）　▽男子
２部　①川小Ｃ　②野田塩肉まん（沼宮内小）　▽女子１
部　①ポップガールズ（沼宮内小）　②一方井小　▽女子
２部　①川小Ｄ　②５－９（沼宮内小）
◇ニュースポーツ交流会　▽ソフトバレー　①久保体協
　②鴫沢　▽囲碁ボール　①水堀Ｂ　②上・下黒内　▽
シャフルボード　①下沼宮内　②鴫沢　▽ドッジビー　

楽

①
町
民
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
一
般
の
部
決
勝
戦　

②
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
で
行
う
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル　

③
開
会
式

で
は
久
保
小
児
童
に
よ
る
選
手
宣
誓
が
行
わ
れ
ま
し
た

①②

③

①久保体協　②一方井　▽ペタンク（一般）　①下沼宮内
　②東部☆岩瀬張Ｂ　▽ペタンク（小学生）　①下町　②
水堀　▽グラウンドゴルフ　①大町　②下沼宮内Ａ　▽
ティーボール　①岩手野球スポ少　②久保体協　▽ス
ポーツ吹き矢　①下沼宮内　②大坊
◇町民ホッケー一般の部　▽男子39歳以下　①北山形
　②久保Ｂ　▽男子40歳以上　①オッサンズ（久保）　
▽男子55歳以上　①久保　②一方井　▽女子　①水堀
　②一方井

▼2018.10.09~15▼2018.10.15

　

古
く
な
っ
た
服
を
作
り
直
し
て
再
生
さ
せ

る
縫
製
サ
ー
ク
ル
、ゆ
は
ず
リ
フ
ォ
ー
ム
教

室
の
作
品
展
は
10
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の

７
日
間
、ゆ
は
ず
交
流
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
使
わ
な
く
な
っ
た
浴
衣
や
着
物
な
ど
か

ら
作
り
直
し
た
服
が
数
多
く
展
示
さ
れ
た
会

場
で
は
、同
サ
ー
ク
ル
の
こ
れ
ま
で
の
活
動

の
様
子
や
昔
な
が
ら
の
足
踏
み
の
ミ
シ
ン
な

ど
も
展
示
。
ご
み
の
減
量
化
に
も
つ
な
が
る

取
り
組
み
と
し
て
、服
飾
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を

20
年
以
上
続
け
る
サ
ー
ク
ル
活
動
の
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。 ○

ゆ
は
ず
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

○
ゆ
は
ず
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

ハ
自身が作った服を手にリフォームのポイントを語り合う様子

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に

○
秋
の
地
域
安
全
運
動

○
秋
の
地
域
安
全
運
動

　

秋
の
地
域
安
全
運
動
は
10
月
15
日
、啓
発

活
動
の
出
発
式
を
岩
手
警
察
署
で
行
い
、関

係
者
ら
が
町
内
各
地
で
犯
罪
被
害
の
予
防
や

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。
岩
手
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

田
中
涼
丞
団
長（
川
口
小
６
年
）が
一
日
警
察

署
長
を
務
め
、道
の
駅「
石
神
の
丘
」で
呼
び

掛
け
運
動
を
実
施
。
田
中
君
は「
一
日
警
察

署
長
は
貴
重
な
体
験
。
み
ん
な
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
岩
手
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と
思

い
を
語
り
、同
駅
を
訪
れ
た
人
に
地
域
の
安

全
を
訴
え
ま
し
た
。

安

道の駅「石神の丘」を訪れた人に地域安全を呼び掛けた参加者

　

久
保
小（
工
藤
彰
範
校
長
、児
童
７
人
）は

10
月
９
日
、町
社
会
福
祉
協
議
会（
藤
原
徳
明

会
長
）に
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
へ
の
義
援

金
を
届
け
ま
し
た
。
同
小
児
童
会
が
中
心
と

な
り
、全
校
児
童
や
教
職
員
、保
護
者
や
地
域

の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
集
め
た
義
援
金
を

届
け
た
児
童
会
長
の
佐
々
木
暖
斗
君（
６
年
）

と
同
副
会
長
の
川
上
匠
君（
同
）は「
地
震
の

被
害
を
受
け
た
地
域
の
人
た
ち
が
、少
し
で

も
早
く
元
の
生
活
の
戻
れ
る
よ
う
に
役
立
て

て
ほ
し
い
」と
被
災
地
に
暮
ら
す
人
に
思
い

を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

○
久
保
小
児
童
会

○
久
保
小
児
童
会

北
義援金を届けた久保小の佐々木暖斗君（中央）と川上匠君（右）

▼2018.10.09

海
道
地
震
へ
の
義
援
金

　

町
中
学
校
英
語
暗
唱
発
表
会
は
10
月
９

日
、一
方
井
中
体
育
館
で
行
わ
れ
、中
学
生
が

日
ご
ろ
の
学
習
で
培
っ
た
英
語
の
表
現
力
を

発
表
し
ま
し
た
。
中
学
生
が
英
語
に
親
し
み

な
が
ら
、英
語
学
習
に
対
す
る
意
欲
を
高
め

る
た
め
に
開
催
さ
れ
る
同
発
表
会
。
発
表
者

は
英
語
で
の
寸
劇
や
英
文
の
暗
唱
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
表
現
で
英
語
学
習
の
成
果
を
発
表
し

ま
し
た
。
発
表
を
終
え
た
沼
宮
内
中
の
岩
崎

妃ひ
よ
り由
さ
ん（
１
年
）は「
英
語
の
学
習
は
楽
し

い
。
今
日
の
発
表
も
う
ま
く
で
き
ま
し
た
」

と
自
身
の
発
表
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

○
中
学
校
英
語
暗
唱
発
表
会

○
中
学
校
英
語
暗
唱
発
表
会

英

身振り手振りを交えて暗唱発表を行う沼宮内中の岩崎妃由さん

▼2018.10.09

語
に
触
れ
楽
し
く
学
ぶ

ン
ド
メ
イ
ド
作
品
展
示
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今月は千葉珠里保健師今月は千葉珠里保健師
からのお便りですからのお便りです

文化・情報

まちの文芸
町立図書館
62-2877

俳
句

川
柳

短
歌

席
題「
看
板
」　　

馬
渕　

草　

選

【11月の休館日】　毎週月曜日、16日㈮。
今月は第３金曜日が整理休館日です。

新着図書
ジャンル 書　　　名 著　　者

一般向け
小 説

銀河食堂の夜 さだまさし
一緒にお墓に入ろう 江上　剛

実 用 書
「その後」のゲゲゲの女房 武良　布枝
まんぷくみそ汁 堤　人美

児童向け
絵 本 ねずみくんのうんどうかい なかえよしを
実 用 書 名字ずかん 長谷川　美緒

図書館の行事　

【開館時間】　９:00～ 18:00

◇おはなし会◇
【日時】　11月25日㈰午前11時～
【対象】　小学校就学前の親子

〈
入
選
作
〉

踊
る
看
板
誘
わ
れ
て
青
ざ
め
る　
　
　
　
　
　

土
橋
は
つ
お

看
板
を
さ
げ
て
抵
抗
貴
の
花　
　
　
　
　
　
　

久
慈　

正
和

横
文
字
の
看
板
目
立
つ
会
社
増
え　
　
　
　
　

柴
田　

満
子

看
板
は
上
げ
る
と
き
よ
り
降
ろ
す
と
き　
　
　

山
口　

國
男

看
板
を
守
る
事
と
は
あ
き
ぬ
事　
　
　
　
　
　

鍋
倉
る
み
こ

看
板
は
元
祖
と
本
家
ソ
バ
処　
　
　
　
　
　
　

自　
　
　

句

颱
風
も
寄
せ
ぬ
威
勢
の
秋
祭 

　

伊
藤　

正
信

朱
の
椀
に
香
り
ほ
の
か
な
今
年
米 

　

遠
藤　

金
作

奥
へ
ゆ
く
古
杣
道
の
野
菊
か
な　
　

遠
藤　

初
枝

末す

が

れ

ば

枯
葉
の
終つ

い

の
舞
な
る
秋
の
暮　
　

昆
野　

功
夫

微ま
ど
ろ睡
め
ば
名
月
西
に
傾
け
り 

　

志
田　

悦
朗

週
末
に
親
子
の
対
話
秋
ま
つ
り 

　

柴
田　

ヒ
ノ

何
か
に
と
不
安
を
抱
く
夜
長
か
な 

　

向
井　

梅
子

古
る
ほ
ど
に
よ
る
べ
の
妻
の
墓
洗
ふ 

　

山
口　

國
男

丁
寧
に
摘
み
し
間
引
菜
味
噌
汁
に 

　

高
橋　

麗
子

明
圓
寺
境
内
に
あ
る
古
井
戸
を
押
せ
ば
豊
か
に

水
の
あ
ふ
る
る 

瀬
川　

浩
美

車
窓
よ
り
見
ゆ
る
刈
田
の
は
さ
が
け
に
昔
な
が

ら
の
秋
の
し
の
ば
ゆ 

愛
木
タ
エ
子

茅
葺
き
の
屋
根
を
補
ひ
伝
は
れ
る
秋
浦
浄
屋
朽

ち
て
な
ほ
立
つ 

岩
舘　

カ
ツ

大
門
の
い
し
ず
ゑ
雨
に
濡
を
り
て
明
圓
寺
に
は

秋
風
渡
る 

昆
野　

功
夫

形
な
き
城
を
し
の
び
て
空
堀
の
跡
を
し
見
つ
つ

い
に
し
へ
思
ふ 

橋
本　

智
代

◇チビッコ映画会◇
【日時・対象】 
11月８日㈭ 午後3時30分～（低学年向け）

22日㈭ 午後3時30分～（高学年向け）
読み聞かせボランティア「おはなし
☆きらきら☆」のおはなし会です

岩手町観光ボランティアホームページ http://e-iwate.net/

No.80

町
の
名
所
・
旧
跡
や
自
然
、歴
史
な
ど
を「
岩
手

町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」会
員
が

毎
月
交
代
で
紹
介
し
ま
す
。今
月
の
ガ
イ
ド
は
、

高
橋
満
さ
ん（
73
歳
）＝
上
五
日
市
＝
で
す
。

市
の
起
源「
五
日
市
」

　

岩
手
町
に
は
、五
日
市
と
言
う
地
区
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
地
名
の
由
来
は
、毎
月

５
の
つ
く
日
に
市
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
か

ら
五
日
市
と
い
う
地
名
に
な
っ
て
い
て
、

県
内
で
は
、葛
巻
町
、遠
野
市
、八
幡
平
市

な
ど
に
も
同
じ
地
名
が
あ
り
ま
す
。

　

本
来
、市
は
物
と
物
を
交
換
す
る
場
の

こ
と
で
、最
初
は
同
じ
部
族
同
士
で
行
わ

れ
て
い
た
も
の
が
だ
ん
だ
ん
変
化
し
、た

く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
開
催
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

県
北
部
を
中
心
に
市
日
は
、１
日
＝
一

戸
町
、２
日
＝
二
戸
市
浄
法
寺
・
軽
米
町
、

３
日
＝
葛
巻
町
、４
日
、二
戸
市
金
田
一
・

八
幡
平
市
安
代
、５
日
＝
沼
宮
内
、６
日
＝

青
森
県
十
和
田
市
、７
日
＝
九
戸
村
伊
保

内
、８
日
＝
青
森
県
三
戸
町
、八
戸
市
な
ど

で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

毎月５、15、25日に開催される「五市」の様子

問い合わせとご相談は役場健康福祉課　健康推進係　 62-2111［内線513、516、517へ］ 健康・福祉情報

　

フ
ッ
化
物
を
歯
の
表
面
に
塗
布
す

る
方
法
で
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士

が
行
い
ま
す
。
生
え
た
て
の
歯
は
、

フ
ッ
化
物
の
取
り
込
み
量
が
多
い
た

め
、町
で
は
乳
幼
児
期
に
歯
科
検
診

と
合
わ
せ
て
フ
ッ
化
物
塗
布
を
行
っ

て
い
ま
す
。

②
フ
ッ
化
物
洗
口

　

フ
ッ
化
物
の
水
溶
液
を
使
っ
て
ブ

ク
ブ
ク
う
が
い
を
行
い
、歯
の
表
面

に
フ
ッ
素
イ
オ
ン
を
作
用
さ
せ
る
方

法
で
す
。
永
久
歯
が
生
え
る
前
か
ら

継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
高
い
む

し
歯
予
防
効
果
を
期
待
で
き
ま
す
。

③
フ
ッ
化
物
配
合
の
歯
磨
き
剤

　

毎
日
の
歯
磨
き
に
フ
ッ
化
物
配
合

の
歯
磨
き
剤
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
こ

の
方
法
は
、幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

応
用
で
き
る
身
近
な
方
法
で
す
。

　

市
販
の
歯
磨
き
剤
の
約
９
割
に
フ

ッ
化
物
が
入
っ
て
い
ま
す
。
成
分
表

示
欄
に「
フ
ッ
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
」、「
フ

ッ
化
第
１
ス
ズ
」、「
モ
ノ
フ
ル
オ
ロ

リ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
」と
表
示
さ
れ

て
い
る
の
で
、使
用
す
る
歯
磨
き
剤

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、フ
ッ
化
物
は
歯
磨
き
し
た

後
も
歯
や
粘
膜
に
残
り
、む
し
歯
予

防
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
フ
ッ
化
物

を
口
の
中
に
残
す
た
め
、す
す
ぎ
は

少
な
い
水
で
１
回
が
お
す
す
め
で

す
。

　

歯
は
、消
化
器
官
と
い
う
立
派
な

臓
器
で
、失
っ
て
し
ま
う
と
２
度
と

生
え
ま
せ
ん
。
歯
を
失
う
２
大
原
因

と
い
わ
れ
る
む
し
歯
や
歯
周
病
の
影

響
を
受
け
や
す
く
、歯
は
ほ
か
の
臓

器
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
、失

う
リ
ス
ク
が
高
い
臓
器
で
す
。

　

む
し
歯
は
、口
の
中
の
細
菌（
ミ
ュ

ー
タ
ン
ス
菌
）が
糖
分
を
利
用
し
て

歯
垢（
プ
ラ
ー
ク
）を
つ
く
り
、そ
こ

に
集
ま
っ
た
細
菌
が
つ
く
る
酸
に
よ

っ
て
、歯
の
エ
ナ
メ
ル
質
が
溶
け
て

し
ま
う
病
気
で
す
。

　

丈
夫
な
歯
を
つ
く
り
、維
持
す
る

に
は
普
段
の
生
活
習
慣
も
大
切
で

す
。
次
の
点
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

①
飲
食
物
か
ら
の
糖
分
の
摂
取
回
数

を
少
な
く
す
る

②
フ
ッ
化
物
を
活
用
す
る

③
歯
磨
き
、デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
を
う

ま
く
使
い
、細
菌
を
減
ら
す

　

さ
ら
に
、よ
く
噛
ん
で
唾
液
を
出

す
こ
と
、寝
る
前
の
飲
食
を
避
け
、就

寝
前
は
10
分
間
歯
を
磨
く
こ
と
、定

期
的
に
歯
科
検
診
を
受
け
る
こ
と
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▼
フ
ッ
化
物
が
歯
に
い
い
理
由

①
初
期
の
む
し
歯
を
修
復
す
る

②
歯
の
質
を
強
化
す
る

③
む
し
菌
を
抑
制
す
る

　

歯
は
、完
成
す
る
前
に
生
え
、口
の

中
で
時
間
を
か
け
て
成
熟
し
ま
す
。

生
え
て
か
ら
数
年
間
は
歯
質
が
弱

く
、最
も
む
し
歯
に
な
り
や
す
た
め
、

乳
歯
が
生
え
て
永
久
歯
が
完
成
す
る

ま
で
の
間
に
積
極
的
に
む
し
歯
予
防

策
を
講
じ
る
こ
と
が
大
切
な
歯
を
失

わ
な
い
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
フ
ッ
化
物
の
活
用
方
法

①
フ
ッ
化
物
歯
面
塗
布

11
月
８
日
は

か
が
や
く
笑
顔
と

す
て
き
な
歯
を
守
ろ
う

む
し
歯
っ
て
？

「
い
い
歯
の
日
」

歯
の
こ
と
を
も
っ
と
知
ろ
う

「
フ
ッ
化
物
」で
む
し
歯
予
防

む
し
歯
予
防
の
基
本

 【募集施設】
施 設 名 定員

城 山 保 育 園 90人
沼 宮 内 保 育 所 60人
川 口 保 育 所 90人
一 方 井 保 育 所 45人
水 堀 保 育 所 30人

　町は、平成 31 年度の町内の各保育所（園）の新
規入所申し込みを下記のとおり受け付けます。なお、
現在入所している児童の継続入所希望は、別途お知
らせします。
【受付期間】　12 月３日（月）～ 28 日（金）

　・　　役場町民課子育て支援係
　　　　  62-2111内線504・505

【対象】　町内に住民
登録をしている就学
前の児童について、
仕事・出産・病気・
介護などの理由によ
り家庭で保育ができ
ない場合に対象とな

平成31年度の新規入所児童を募集
町内の各保育所（園）

ります
【申し込み方法】　必要書類を用意し、役場町民課子
育て支援係（１階②番窓口）に提出してください。
用紙は 11 月下旬以降に役場または各保育所（園）
に備え付けてあります
【必要書類】　・入所申込書　・健康申立書
・家庭での保育ができない証明（就労証明書など）
・その他、必要に応じて書類を提出していただく場
合があります。詳しくは問い合わせください

あなたの資格を生かして働きませんか？
町内の保育所・学童保育クラブでは保育士を募集中です。

町社会福祉協議会  62-3570
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  問い合わせ先問い合わせ先
 申し込み先 申し込み先

情報情報
インデックスインデックス

岩手町役場 岩手町役場  62-2111 62-2111

　

ま
た
、11
月
９
日
は「
１
１
９
番

の
日
」で
す
。
火
事
や
救
急
な
ど

の
緊
急
事
態
の
際
は
、慌
て
ず
に

１
１
９
番
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

　

盛
岡
中
央
消
防
署
岩
手
分

署　

62
‐
６
１
１
９

納
付
期
限
ま
で
の
納
税
を

■
所
得
税
な
ど
の
予
定
納
税

　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

の
予
定
納
税（
第
２
期
分
）の
納
付

期
間
は
11
月
１
日（
木
）か
ら
30
日

（
金
）ま
で
で
す
。
振
替
納
税
を
利

用
し
て
い
る
人
は
11
月
30
日（
金
）

に
指
定
の
金
融
機
関
の
預
貯
金
口

座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ

ま
す
。
振
替
納
税
を
利
用
し
て
い

な
い
人
は
納
期
限
ま
で
に
金
融
機

関
ま
た
は
、所
轄
税
務
署
の
窓
口

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、納
付
金
額
が
30
万
円
以

下
の
場
合
に
は
、送
付
さ
れ
た
納

付
書
で
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
で
納
付
で
き
ま
す
。
詳
し

い
手
続
き
は
、国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、11
月
11
日（
日
）か
ら
17
日

（
土
）ま
で
の
７
日
間
は「
税
を
考
え

る
週
間
」で
す
。
租
税
の
意
義
や
役

割
に
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

役
場
税
務
会
計
課
課
税
資

産
係　

62
‐
２
１
１
１（
内
線

５
２
３
）

抜
き
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、水

抜
き
栓
の
開
け
閉
め
は
、全
開
・

全
閉
の
状
態
に
し
て
く
だ
さ
い
。

半
開
き
の
ま
ま
だ
と
水
道
水
が
地

下
に
流
れ
出
て
し
ま
い
、使
用
水

量
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

万
が
一
、水
道
管
が
凍
結
し
て

し
ま
っ
た
場
合
は
、指
定
工
事
店

に
解
凍
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

町
内
の
指
定
工
事
店
と
電
話
番
号

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
家
村
鉄
工
所（
62
‐
２
７
８
０
）

▼
上
路
水
道（
62
‐
３
１
１
９
）

▼
田
中
工
務
所（
65
‐
２
１
０
４
）

▼
田
村
水
道（
62
‐
３
１
０
７
）　

▼
中
居
建
設（
62
‐
３
８
１
４
）　

▼
西
村
水
道（
62
‐
２
８
３
２
）　

▼
村
田
水
道（
62
‐
３
６
０
２
）

　

町
水
道
事
業
所
管
理
係

　

☎
62
‐
２
１
１
１（
内
線

３
３
４
、３
７
２
）

火
災
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

■
盛
岡
中
央
消
防
署
岩
手
分
署

　
「
忘
れ
て
な
い
？　

サ
イ
フ
に

ス
マ
ホ
に
火
の
確
認
」を
防
火
標

語
に
11
月
９
日（
金
）か
ら
15
日

（
木
）ま
で
の
７
日
間
、全
国
一
斉

に「
秋
季
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
空
気
が
乾

燥
し
、火
災
の
発
生
し
や
す
い
時

季
を
迎
え
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い

に
は
、十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】　
毎
月
第
３
水
曜
日
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

【
場
所
】　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
沼
宮
内

　

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー　

０
１
９
‐
６
０
１
‐
７
０
６
２

境
界
問
題
の
合
同
相
談
会

■
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

県
土
地
家
屋
調
査
士
会
は
、盛

岡
地
方
法
務
局
と
共
催
で
土
地
の

境
界
問
題
に
特
化
し
た
相
談
会
を

下
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
相

談
は
無
料
、予
約
不
要
で
す
。
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　

12
月
１
日（
土
）　

午
前

10
時
〜
午
後
４
時

【
場
所
】　

い
わ
て
県
民
情
報
交

流
セ
ン
タ
ー
「
ア
イ
ー
ナ
」８
階

８
１
５
会
議
室

【
内
容
】　

土
地
の
境
界
に
関
す

る
相
談
に「
境
界
問
題
相
談
セ
ン

タ
ー
い
わ
て
」、「
盛
岡
地
方
法
務

局
・
筆
界
特
定
室
」の
相
談
員
が

無
料
で
答
え
ま
す

　

県
土
地
家
屋
調
査
士
会　

０
１
９
‐
６
２
２
‐
１
２
７
６

電
子
申
告
の
利
用
手
続
き

■
役
場
税
務
会
計
課

　

平
成
31
年
１
月
か
ら
ｅ
‐
Ｔ
Ａ

Ｘ（
電
子
申
告
）の
利
用
手
続
き
が

便
利
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

ｅ
‐
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
申
請
す
る
た
め
に

沿
岸
被
災
地
の
復
興
見
学

■
ふ
る
さ
と
の
復
興
見
学
会

　

県
は
、東
日
本
大
震
災
で
被
災

し
た
沿
岸
地
域
の
復
興
状
況
を
理

解
し
て
も
ら
お
う
と
復
興
工
事
現

場
な
ど
を
巡
る
復
興
見
学
会
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
日
時
】　

11
月
25
日（
日
）午
前
７

時
30
分
〜
午
後
７
時

【
集
合
場
所
】　

盛
岡
駅
西
口
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル

【
見
学
場
所
】　

石
鵜
住
居
復
興

ス
タ
ジ
ア
ム
、三
陸
鉄
道
貸
切
レ
ト

ロ
車
、大
船
渡
市
防
災
観
光
交
流
セ

ン
タ
ー
、津
波
復
興
祈
念
公
園
・
防

潮
堤
、奇
跡
の
一
本
松
な
ど

【
申
し
込
み
】　

11
月
６
日（
火
）か

ら
16
日（
金
）ま
で
に
県
沿
岸
広
域

振
興
局
復
興
推
進
課
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
無
料
。
定

員
は
先
着
45
人
で
す

　

県
沿
岸
広
域
振
興
局
復
興

推
進
課　

☎
０
１
９
３
‐
27
‐

５
５
２
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
９
３
‐

23
‐
３
４
７
２

干
支
と
門
松
手
作
り
教
室

■
県
民
の
森

　

県
民
の
森
は
、来
年
の
干
支

「
亥
い
の
し
し」を
作
る
木
工
教
室
と
門
松
作

り
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

【
内
容
と
日
時
】　

①
木
工
教
室
干

支（
亥

い
の
し
し）　

12
月
９
日（
日
）午
前
９

時
〜
午
後
３
時
30
分　

②
門
松
教

室　

12
月
23
日（
日
）午
前
９
時
〜

正
午

【
定
員
】　

①
木
工
教
室　

10
人　

②
門
松
教
室　

30
人（
ど
ち
ら
も

予
約
制
で
す
）

【
参
加
費
】　

①
木
工
教
室　

２
千

円　

②
門
松
教
室　

３
５
０
０
円

【
場
所
】　

①
木
工
教
室　

木
材
工

芸
セ
ン
タ
ー　

②
門
松
教
室　

県

民
の
森
フ
ォ
レ
ス
ト
ｉ

【
持
ち
物
】　

①
木
工
教
室　

昼

食
、飲
み
物　

②
門
松
教
室　

剪

定
ば
さ
み
、上
履
き
、軍
手
な
ど　

※
ど
ち
ら
の
教
室
も
作
業
し
や
す

い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

　

県
民
の
森
森
林
学
習
ふ

れ
あ
い
館
フ
ォ
レ
ス
ト
ｉ　

☎

０
１
９
５
‐
78
‐
２
０
９
２

行
わ
れ
ま
す

年
末
調
整
な
ど
の
説
明
会

■
盛
岡
税
務
署

　

盛
岡
税
務
署
は
、年
末
調
整
と

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】　

11
月
14
日（
水
）　

①
午

前
10
時
か
ら
正
午（
受
付
開
始
時

間
は
午
前
９
時
30
分
）　

②
午
後

１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分（
受
付

開
始
時
間
は
午
後
１
時
）

【
場
所
】　

県
民
会
館
大
ホ
ー
ル

【
そ
の
他
】　

会
場
駐
車
場
は
台
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
公
共
交
通

機
関
を
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

へ
の
参
加
は
自
由
で
す

　

盛
岡
税
務
署
法
人
課
税
第

二
部
門
源
泉
所
得
税
担
当　

０
１
９
‐
６
２
２
‐
６
１
４
１

福
祉
と
介
護
仕
事
相
談
会

■
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、福

士
や
介
護
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る

人
に
求
職
登
録
や
求
人
、資
格
取

得
な
ど
に
つ
い
て
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
専
門
の
相
談
員
が
個
別

に
対
応
し
ま
す
。
事
前
予
約
は
不

要
で
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
準

備
が
必
要
で
し
た
が
、事
前
に
Ｉ

Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
取
得
・
設
定

す
れ
ば
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
か
ら
簡
単
に
申
告
で

き
ま
す
。
Ｉ
Ｄ
・
盛
岡
税
務
署
で

は
、役
場
特
設
会
場
で
パ
ス
ワ
ー

ド
の
作
成
・
交
付
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】　

12
月
11
日（
火
）　

午
後

０
時
30
分
〜
３
時

【
場
所
】　

役
場
１
階
談
話
室

【
必
要
書
類
】　

①
運
転
免
許
証
な

ど
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の　

②

利
用
者
識
別
番
号
を
持
っ
て
い
る

人
は
そ
れ
が
わ
か
る
書
類（
申
告

書
の
控
え
や
税
務
署
か
ら
の
確
定

申
告
の
お
知
ら
せ
は
が
き
な
ど
）

　

役
場
税
務
会
計
課
課
税
資

産
係　

62
‐
２
１
１
１（
内
線

５
２
２
）

そ
の
他

冬
季
の
水
道
凍
結
に
注
意

■
町
水
道
事
業
所

　

今
年
も
、朝
晩
冷
え
込
む
時
期

と
な
り
ま
し
た
。
冬
季
は
水
道
の

凍
結
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

水
道
の
凍
結
は
、気
温
が
マ
イ

ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
る
と
起
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
お
や
す
み
前

や
お
出
掛
け
の
際
は
忘
れ
ず
に
水

募
集
し
ま
す

いわてまちの地域おこし協力隊が毎月、岩手町の魅力をお伝えします。

継承される地域の伝統継承される地域の伝統
～地域に伝わるまつりと郷土芸能～

Vol.
011

「こびる」とは農作業の合間の休憩や軽食という意味。農業
が盛んな町の広報紙として、休憩時間に気軽に読んでもらえるよ
うな心温まるコーナーになってほしいという思いを込めてタイト
ルを「KOBIRU じかん」と名付けました。

今月は小林が
担当します

まちの魅力を発信中 ! フォローお願いします！

　こんにちは。日増しに秋が深まり、冬がもうすぐ
そこまで来ているのを感じます。今年の初雪はいつ
ごろになるのかと楽しみな気持ちと、朝の冷え込み
や雪かきのことを考えて少しおっくうな気持ちと
半々です。
　私が岩手町に移住してちょうど１年が経ち、年間
を通して町のイベントに参加させていただきまし
た。岩手町では、さまざまなイベントが開催されて
いますが、その中でもお祭りにはたくさんの人が参
加していて、ほかの市町村から岩手町を訪れる人も
多く、とてもにぎやかでした。
　特に、岩手町秋まつりの山車や郷土芸能は、地域

の人から人へと代々受け継がれてきた伝統であり、
町の人の生活に根付いた大切なものだと感じまし
た。華やかな山車や衣装、芸能はとても美しく、地
域の方だけではなく、他の市町村から訪れた人にも
楽しんでいただけたのではないでしょうか。
　11 月 18 日（日）には、第 42 回町郷土芸能発
表会が開催されます。地域ごとに継承されてきた郷
土芸能は、その土地の風土や歴史を反映していて、
それぞれの地域文化の中で受け継がれてきた貴重な
ものだと思います。これからもこのような文化が続
いていくよう、ぜひ若い世代の人にも見ていただき
たいと思います。

町
秋
ま
つ
り
で
演
舞
す
る
沼
宮
内
七
ツ
踊
り
。
11

月
18
日
の
町
郷
土
芸
能
発
表
会
に
出
演
す
る
予
定
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■症状が軽い場合
　【受診場所】　盛岡市夜間急患診療所
　　盛岡市神明町3-29盛岡市保健所2階　  019-654-1080
　【受付時間】　午後7時～ 11時

■症状が重い場合
　【受診場所】　小児救急入院受入当番病院（下記予定表のとおり）
　【対象】　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、盛岡市
　夜間急患診療所や休日当番医が診療していない時間帯の急
　病の子どもを受け入れます。夜間は午後5時から翌朝９時ま
　でです。※なお、土曜の午後１時（祝日の土曜は午前９時）か
　ら午後５時までは、もりおかこども病院を受診してください

　【受付時間】　土曜は午後１時～５時、夜間は午後５時～翌朝９時
　【注意点】　日中の診療時間に受診できる人は、時間内に受
　診しましょう。また、重症な子どもの治療に支障をきたさ
　ないよう、まずは盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
　日曜、祝日の日中は休日当番医を受診してください

日（曜） 時　間 行　事　 場　所

３（土）
8:30 ～ 第 63回町民駅伝大会 沼宮内中グラウンド

9:00 ～
《文化の日》
石神の丘美術館観覧無料 石神の丘美術館

10（土） 9:00 ～ 17:00 第57回町芸術祭展示部門（～25日）
（25日は15:00まで）

石神の丘美術館

11（日）
9:00 ～ 町総合防災訓練 南山形地区

10:00 ～ 15:00 第57回町芸術祭舞台部門 森のアリーナ

14（水）12:30 ～ １歳６カ月児健康診査
（平成29年３月 13日～５月 14日生まれ） 町保健センター

15（木）10:00 ～ まんまと湯っこの会 町老人福祉センター

16（金） 9:30 ～ 12:30 妊婦教室１回目（平成31年１～４月出産予定） 町保健センター

18（日）10:00 ～ 15:00 第 42回町郷土芸能発表会 森のアリーナ

20（火）

9:00 ～ 12:00 人権・行政相談 町勤労青少年ホーム

9:30 ～ 12:30 離乳食教室（3～ 4カ月児の家族） 町保健センター

13:00 ～ 16:00 悪質商法トラブル・多重債務出前相談会（要予約：役場総務課行政係 62-2111 内線 204） 町総合開発センター

21（水）10:00 ～ 15:30 盛岡年金事務所出張相談（要予約：盛岡年金事務所 019-623-6211） ゆはず交流館

22（木）10:00 ～ 12:00 子育てサロン “すくすく” 町保健センター

27（火）
12:20 ～
12:45 ～

　

9 カ月児健康診査（平成30年 2月生まれ）
6 カ月児健康診査（平成30年5月生まれ）
1 歳児健康診査（平成29 年11 月生まれ）
※検診を希望する人はどなたでもおいでください

町保健センター

日（曜） 時　間 行　事　名 場　所

４（火） 9:30 ～ 15:00 特設人権相談 町勤労青少年ホーム

11（火）14:00 ～ 精神保健相談（要予約）
（要予約：役場健康福祉課課 62-2111 内線 516） 町保健センター

12（水）12:30 ～ ３歳児健康診査
（平成27年4月 11日～６月 14日生まれ） 町保健センター

14（金） 9:30 ～ 12:30 妊婦教室２回目（平成31年１～４月出産予定） 町保健センター

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありますが、そのときは、回覧や町ホームページなどで
お知らせします。なお、町内の団体などもこの欄をご利用ください。

月

月11

12

町民カレンダー
こども救急相談電話

診療時間外の受診

　【受付時間】　午後7時～ 11時（年中無休）
　【電話番号】　局番なしの ＃8000　※ダイヤル回線電話、
　ＩＰ電話（ひかり電話）、ＰＨＳからは  019-605-9000

■盛岡いのちの電話 019-654-7575（正午～午後 9時、
日曜日のみ午後 6時まで）　■県精神保健福祉センター
019-622-6955（午前 9時～午後 4時 30 分）　■役場健康
福祉課 0195-62-2111（内線 518）

■当番病院の連絡先
【中　央】　県 立 中 央 病 院　  019-653-1151
【日　赤】　盛 岡 赤 十 字 病 院　  019-637-3111
【医　大】　岩手医科大学附属病院  019-651-5111
【こども】　もりおかこども病院　  019-662-5656
【川久保】　川 久 保 病 院　  019-635-1305

子どもが急病のとき

一人で悩まず相談ください

  　　　【開催日】  毎月第２、第４月曜日
　　　　　　　　　　　　　　　  （祝日の場合翌日）
  　　　【時　間】  午後 1時～ 3時
  　　　【場　所】  プラザあい１階

町傾聴ボランティア
「おひさまサロン」
※予約不要です。悩み事
を話してみませんか？

日 月 火 水 木 金 土
11/1
医大

2
中央

3
こども/医大

4
中央

5
医大

6
川久保

7
中央

8
医大

9
中央

10
こども/医大

11
医大

12
中央

13
川久保

14
日赤

15
医大

16
中央

17
こども/中央

18
医大

19
中央

20
川久保

21
中央

22
医大

23
日赤

24
こども/医大

25
中央

26
医大

27
中央

28
医大

29
中央

30
医大

12/1
こども/医大

2
中央

3
医大

4
川久保

5
中央

6
医大

7
中央

8
こども/医大

9
日赤

10
中央

11
川久保

12
医大

13
医大

14
中央

15
こども/医大

◆ 町税などの納付期限 ◆

国民健康保険税（第５期）
後期高齢者医療保険料(第５期）

11月 30日㈮
口座振替日：11月 26日㈪

医療医療医療

診療科 診療日 受付時間

内　科 月～金曜日 08:30 ～11:30
 （午後随時）
診療時間
9:00～ 17:00

外　科 月～金曜日

応援診療科（11月）
脳神経外科
※要予約 13 日 8:30 ～

11:00
循環器（内科）
※要予約

2、 5、 9、
12、16、19、
26、30日

12:30 ～
14:30

小児科 9日 13:00 ～
16:00

皮膚科 13、27日 13:00 ～
15:30

整形外科 16 日 8:30 ～
11:30

※休日当番医、応援診療科は予定を変
更する場合がありますので、あらかじ
め電話で確認の上、来院ください。

11月

沼宮内地域診療センター
県立中央病院附属

２（日）沼宮内地域診療センター
９（日）佐渡医院
16（日）塚谷医院

12月

休日当番医【受付時間】
　9:00～17:00

日（曜） 当番医
３（土）岩手沼宮内クリニック
４（日）北上脳神経外科クリニック
11（日）さわやかクリニック
18（日）沼宮内地域診療センター
23（金）佐藤整形外科クリニック
25（日）佐々木医院

医療

岩手沼宮内クリニック
北上脳神経外科クリニック

佐々木医院
佐藤整形外科クリニック

佐渡医院
さわやかクリニック
塚谷医院
沼宮内地域診療センター

当番医実施医療機関の電話番号

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

61-2025

61-3636
62-2234

68-7240
62-3211
62-2043
62-1155

62-2511

▼

日 お名前 保護者 行政区

29 武田　一
い ち か

千翔 侑 二 新 田

１ 遠藤　優
ゆ う と

斗 義 徳 中 田

12 福士　愛
あ み

珠 紘 平 尾 呂 部

17 川倉　唯
ゆ い か

花 卓 也 駅 通

18 山口　玲
れい

康 介 横 田

21 佐藤　伊
い お り

織 毅 上 町

21 上道　慶
け い た

大 良 哉 民 部 田

日 お名前（年齢） 世帯主 行政区

３ 三浦　定治 （86） 清 下野口町

７ 柳本　フミ （74） 本 人 一 本 柳

８ 蒲野　正勝 （67） 和 人 下五日市

10 田中　健三郎（83） 要 吉 横 田

10 細川　兵司 （86） 勝 人 舘

15 吉田　喜一郎（85） ハツノ 岩 瀬 張

16 千葉　善一 （52） 善之助 葉 木 田

17 立花　嘉司子（94） 本 人 一 方 井

19 小澤　正衛 （81） タヨ子 万 部

25 瀬戶　信人 （83） 正 信 栄 小 路

25 遠藤　徳子 （54） 高 見 中 田

25 中村　キツ （94） 本 人 大 平

26 帷子　浩 （82） 浩 一 下 浮 島

９月受け付け分

●生まれたお子さん●７人（８人）

●お婿さん、お嫁さん● ２組（３組）

●亡くなられた人● 13 人（13 人）
▼９月

よろこびかなしみ

▼８月

日 お名前 世帯主 行政区

10 　澤口　秀之　近藤　芽央
本 人
博 悦

宮 城 県
上苗代沢

13 　大宮　空　神﨑　慶子
丹野ミサ
浩 之

上五日市
一 関 市

▼９月

▼９月

　組数、人数の（ ）内は実数です。
　町内に住所がある人で、広報に掲載を希望する人の
み掲載しています。掲載希望の有無は、届け出の際に
役場町民課にお話しください。

■男女共同参画センター相談室　☎ 019-606-1762

県男女共同参画センターでは、家族の悩み、職場の悩み、
交際相手や性別、性指向（ＬＧＢＴ）に関する悩みなど
の相談を受け付けています。
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市
10-44

　
 0195-62-2111　

FA
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■
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■
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ウ
ン
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@
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［
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成
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］
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１
日
発
行

No.713

H30.9.30現在　（ ）内は前月比
【人口】　男　6,632人（△12）
　　　　女　6,908人（△ 3）
　　　　計 13,540人（△15）
【世帯】　　5,462世帯（△ 5）
【出生】 8人　【死亡】 13人
【転入】 7人　【転出】 17人
【外国人住民】159人

 人口の動き

Iwate-machi  Monthly  Public  Relations  Paper

編編
集
後
記

集
後
記

美
術
館
へ
行
こ
う

11 月 10日（土）～ 25日（日）

  石神の丘美術館  62－1453

開館時間：午前９時～午後５時
　　　　　（最終日は午後３時まで）
　休館日：11 月 12 日（月）、19 日（月）

主催：町教育委員会・町芸術文化協会・町学校教育研究会

おしらせ
リニューアル工事のため、石神の丘美術館
屋外展示場は、2020年春までお休みします。

入場無料

　

町
の
皆
さ
ん
、広
報
い
わ

て
ま
ち
い
か
が
で
し
た
か
。

わ
が
町
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、11
月
に

な
る
と
芸
術
と
文
化
の
イ
ベ

ン
ト
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
昔

か
ら
地
域
で
楽
し
ま
れ
、継
承

さ
れ
続
け
て
き
た
郷
土
芸
能

も
、18
日
に
発
表
会
が
あ
る
よ

う
で
す
。
楽
し
そ
う
な
太
鼓

の
リ
ズ
ム
、表
現
力
豊
か
な

芸
能
団
体
の
演
舞
や
衣
装
な

ど
、歴
史
感
じ
る
郷
土
芸
能
に

う
っ
と
り
見
と
れ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
私
も
当
日
、取
材
に
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。遠

藤
康
平

代表：久保 八重子（83）
　　　＝一方井＝

会員 : 15人

NoNoNoNoNoNoNoNoNoNoNoNoNN 666666.6.6.6.6.6.666000000000000000
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童
謡
や
唱
歌
を
中
心
に
歌
い
、さ
ま
ざ
ま
な
ス

テ
ー
ジ
で
そ
の
歌
声
を
披
露
す
る
一
方
井
す
み
れ

コ
ー
ラ
ス
の
皆
さ
ん
。
同
サ
ー
ク
ル
は
、平
成
８

年
に
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、こ
れ
ま
で
20
年
以

上
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。「
誰
も
が
幼
少
時

代
に
耳
に
す
る
童
謡
は
、年
齢
も
性
別
も
関
係
な

く
楽
し
め
る
ん
で
す
」と
語
る
の
は
、代
表
を
務
め

る
久
保
八
重
子
さ
ん
。
毎
週
水
曜
日
の
夜
に
練
習

に
励
む
同
サ
ー
ク
ル
は
、毎
年
、い
わ
て
童
謡
唱
歌

の
つ
ど
い
に
出
演
し
て
い
て
、地
元
岩
手
町
で
開

催
さ
れ
た
平
成
26
年
に
は
、会
場
の
森
の
ア
リ
ー

ナ
に
心
を
込
め
た
歌
声
を
響
か
せ
、参
加
団
体
を

迎
え
ま
し
た
。
久
保
さ
ん
は「
楽
し
く
歌
い
た
い

仲
間
が
集
ま
る
の
で
、心
豊
か
に
歌
を
楽
し
め
ま

す
。
歌
は
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
な
り
ま
す
よ
」と

笑
い
ま
す
。「
み
ん
な
が
集
ま
る
発
表
会
で
は
、他

の
団
体
の
歌
を
聞
く
こ
と
で
勉
強
に
な
る
し
、交

流
も
深
め
ら
れ
る
。
男
女
問
わ
ず
一
緒
に
歌
う
人

を
募
集
中
で
す
」と
会
員
を
募
集
し
な
が
ら
笑
顔

で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

唱
歌
や
童
謡
歌
い
続
け
る

一
方
井
す
み
れ
コ
ー
ラ
ス

「いきいきサークル」では、町内で活動するスポーツ、文化、ボランティアなどのサークルや
さまざまな団体を紹介します。　　  役場企画商工課企画広報係 62 － 2111 内線 215 へ

心
を
込
め
た
歌
声
を
披
露
す
る
一
方
井
す
み
れ
コ
ー
ラ
ス
の
皆
さ
ん


